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研究要旨 

 認知症発症に対する保護因子としての身体、知的、社会的活動の潜在的価値、および高

血圧、脂質異常、糖尿病、喫煙等の危険因子が明らかになり、これら保護因子の促進と危

険因子の除去による認知症の発症遅延の可能性が期待されている。このエビデンスを確認

するためには、危険因子の早期発見とアウトカムとしての認知症診断が適時行えるシステ

ムを構築する必要がある。本研究課題では、認知症の危険因子を早期に発見するための高

齢者機能健診のデータ（約 1,200 項目）と日常の身体、知的、社会的な活動状況のデータ

（毎日の歩数と中強度活動時間、地域の健康活動拠点での活動頻度）から、認知症の危険

度や異常の早期発見のためのシステムを構築して、どのような因子が認知症の発症や発症

遅延に関与するかを明らかにすることを目的とした。また、高浜市新規コホートにおいて、

60 歳以上の市民に対して高齢者機能健診を実施し、認知症の危険を早期発見するシステム

を導入し、その有効性を検証する。 

 本課題は、３年間の計画とし、１年目（平成 27 年度）は、既存のコホートデータから軽

度認知障害（mild cognitive impairment: MCI）、および軽度認知症疑い（mini-mental state 

examination（MMSE）の得点が 24 点未満）の危険因子を検索した。また、新規コホート

において認知機能障害を有する個人の特徴、および、認知機能の年齢別の変化を比較した。

認知症を伴う要介護化のリスク得点に関する解析では、Japan Gerontological Evaluation 

Study (JAGES) プロジェクトによる論文のうち、質問紙調査データに要介護認定および付

加情報を突合したコホートデータ研究の文献レビューを行った。 
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Ａ．研究目的 

認知症発症に対する保護因子としての身体、知的、社会的活動の潜在的価値、および高

血圧、脂質異常、糖尿病、喫煙等の危険因子が明らかになり、これら保護因子の促進と危

険因子の除去による認知症の発症遅延の可能性が期待されている。このエビデンスを確認

するため、本研究課題では、認知症の危険因子を早期に発見するための高齢者機能健診の

データと日常活動状況のデータから、認知症の危険度や異常の早期発見のためのシステム

を構築するため、認知障害を有する高齢者の危険因子を明らかにすることを目的とした。

また、要介護認定および付加情報を突合した JAGES に関する文献レビューを行い、先行研

究の知見をまとめた。 

 

Ｂ．研究方法 

 認知症の危険因子を早期に発見するための高齢者機能健診のデータ分析は、全般的な認

知機能低下（MMSE得点が 24点未満）およびMCIを有する高齢者の特徴を検討するため、

ロジスティック回帰分析を用いて危険因子を検索した。また、高浜市新規コホートにおけ

る全般的な認知機能低下者の実態を調査した。 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究はコホート別それぞれ、国立長寿医療研究センターの倫理・利益相反委員会の承

認を受けて行われた。 

 

Ｃ．研究結果 

 地域在住高齢者に対する既存のコホートデータから全般的な認知機能低下（MMSE 得点

が 24 点未満）の危険因子を検討した。また、健常に対して MCI single domain のリスクと、

健常に対して MCI multiple domain のリスクと関連した要因を検討した。その結果、 

全般的な認知機能低下とは、年齢、性、教育歴、心疾患、変形性膝関節症、金銭管理、電

話の利用、歩行速度、GDS が有意な項目として抽出された。MCI single domain のリスクと
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関連したのは、教育歴、独居、呼吸器疾患、変形性膝関節症、金銭管理、歩行速度、GDS

であった。健常に対して MCI multiple domain のリスクと関連したのは、教育歴、呼吸器疾

患、変形性膝関節症、脳血管疾患、飲酒、喫煙、金銭管理、電話の利用、趣味やスポーツ、

歩行速度、GDS であった。共通して認知機能低下と関連した教育歴、金銭管理、電話の利

用、歩行速度、GDS はスクリーニング指標として有益であると考えられた。 

 見当識、記憶力、計算力、図形認識能力など全般的な認知機能を 5 歳年齢階級別に比較

した結果、すべての年齢階級間で有意差が認められ、高齢になるにつれて多様な認知機能

が低下することが示された。MMSE 得点の 24 点未満の割合は、全体の 9.1%であり、男性

が 41.9％を占めた。また、MMSE 低下者は有意に高齢であった。MCI 高齢者の割合は 17％

であり、男性が 45.5％を占めた。MCI 高齢者は有意に高齢であった。MCI の一つの評価基

準である記憶において、5 歳年齢階級別の単語の記憶および物語の記憶遅延再認の差を一元

配置分散分析によって検討した。その結果、単語の記憶、物語の記憶遅延再認の検査項目

において有意な加齢変化が認められた。 

要介護認定および付加情報を突合したコホートデータ分析を行った研究に着目し、文献

レビューを行った結果では、認知症を伴う要介護認定をアウトカムとした場合、手段的自

立やもの忘れ症状の自覚、趣味活動、健康度自己評価や残歯数など多様な要因が関連して

いることが報告されていた。今後これらを踏まえた認知症リスクスコアの算出が期待され

る。 

 

Ｄ．考察と結論 

本研究では、認知症の危険を早期に発見するため、大規模の高齢者機能健診のデータと

日常活動状況のデータから、どのような因子が認知機能低下に関与するかを明らかにした。

認知機能低下の定義としては、MCI、および軽度認知症疑い（mini-mental state 

examination（MMSE）の得点が 24 点未満）を用いた。分析の結果、共通して認知機能低

下と関連した教育歴、金銭管理、電話の利用、歩行速度、GDS はスクリーニング指標とし

て有益であると考えられた。また、新規コホートにおける対象者の基本属性を比較した結

果、加齢による認知機能の低下が認められた。また、先行研究を包括的にレビューした結

果、認知症を伴う要介護認定をアウトカムとした場合、手段的自立やもの忘れ症状の自覚、

趣味活動、健康度自己評価や残歯数など多様な要因が関連していることが報告されていた。

今後、大規模地域コホートデータに要介護認定情報や診療報酬明細書情報を結合した分析

により、認知症の発症や認知機能低下との関連を明らかにすることが必要である。 

 

Ｅ．健康危険情報 

なし 
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